
徳
島
県
職
業
能
力
開
発
校
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
校
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
徳
島
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「（
施
設
等
の
利
用
）」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「（
以
下
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「（
以
下
「
在
職
者
訓
練
棟
」
と
い
う
。）」

を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

3

知
事
は
、
徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
在
職
者
訓
練
棟
及
び
規
則
で
定
め
る
設
備
を
職
業
訓
練
又
は
こ

れ
に
関
す
る
研
修
会
、
講
習
会
等
を
行
う
事
業
主
等
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
中
「
多
目
的
ホ
ー
ル
又
は
在
職
者
訓
練
棟
」
を
「
徳
島
県
立
中
央
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
多
目
的
ホ
ー
ル
若
し
く
は
在
職
者
訓
練
棟
又
は
徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
在
職

者
訓
練
棟
若
し
く
は
規
則
で
定
め
る
設
備
（
以
下
「
多
目
的
ホ
ー
ル
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
三
号
中
「
販
売
」
を
「
営
利
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
徳
島
県
立
中
央
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
」
の
下
に
「
又
は
徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
多
目
的
ホ
ー
ル
若
し
く
は
在
職
者
訓
練
棟
」
を
「
多
目
的
ホ
ー
ル
等
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
利
用
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
又
は
在
職
者
訓
練
棟
の
施
設
」
を
「
職
業
能
力
開
発
校
の
施
設
、
設
備
」
に
、「
亡
失
し
た
と
き
」
を
「
亡
失
し
た
者
」
に

改
め
る
。

別
表
の
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

区

分

単

位

金

額

多
目
的
ホ
ー
ル

午
前

一
一
、
一
八
○
円

徳
島
県
立
中
央
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

午
後

一
四
、
九
一
○
円

三
校

　

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
校
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
二
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

島　

県　

知　

事　
　
　
　
　

飯　
　
　
　
　

泉　
　
　
　
　

嘉　
　
　
　
　

門

徳
島
県
条
例
第
五
十
三
号



在
職
者
訓
練
棟

午
前

六
二
○
円

午
後

八
三
○
円

在
職
者
訓
練
棟

午
前

三
七
○
円

徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

午
後

四
九
○
円

規
則
で
定
め
る
設
備

午
前
又
は
午
後

規
則
で
定
め
る
額

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

再
校
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